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2025小泉サマーセール

いずみ会
合同研修会

10月28日（火）～
11月1日（土）

●会場　
　 グランドニッコー東京 台場
（東京都港区台場）

講 演 会講 演 会

マシンガンズ滝沢と考える
未来をつなぐごみとの

向き合い方

講師  滝
たき

沢
ざわ

秀
しゅう

一
いち

氏
マシンガンズ
（太田プロダクション）

〒167-0051 東京都杉並区荻窪 4-30-16 藤澤ビルディング 2F TEL.03-3393-2511 ㈹
㈱小泉／㈱小泉東北／㈱小泉中央／㈱小泉多摩／㈱小泉東関東／㈱小泉北関東／㈱小泉中部／㈱小泉神奈川
㈱小泉相模／㈱小泉東海／綜合電材㈱／㈱住建／城北厨房㈱

期間

4月21日 ▶9月20日

第一部 第二部

のご案内海外優待旅行

温暖気候の島
「タスマニア」と
都会の中の自然を
楽しむ「シドニー」
8日間の旅

AACOURSECOURSE

アンダマン海の真珠
「プーケット」と
エキゾチックな
国際都市「バンコク」

6日間の旅

ABCOURSECOURSE

歴史と食を堪能！
「韓国」
3日間の旅

ACCOURSECOURSE

上
下
水
道
管
の
多
重
化
を
促
進

上
下
水
道
管
の
多
重
化
を
促
進

国

土

交
通
省
来
年
度
か
ら
補
助
制
度
始
動
へ

下
水
道
管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

技
術
的
助
言
を
統
一
的
に
実
施

国
土
交
通
省
は
社
会
生
活

へ
の
影
響
が
大
き
い
主
要
上

下
水
道
管
の
多
重
化
・
更
新

を
促
進
す
る
。
来
年
度
か
ら

管
路
の
複
線
化
な
ど
を
支
援

す
る
新
た
な
補
助
制
度
を
始

動
し
、
老
朽
管
の
更
新
も
含

め
た
自
治
体
の
計
画
策
定
を

後
押
し
す
る
。
下
水
道
管
多

重
化
・
更
新
に
関
す
る
費
用

の
半
分
を
国
が
補
助
す
る
方

向
で
従
来
の
補
助
要
件
の
大

半
を
撤
廃
す
る
。
原
則
全
国

す
べ
て
の
主
要
上
下
水
道
管

が
補
助
事
業
の
対
象
と
な
る

見
通
し
だ
（
２
面
に
関
連
記

事
）
。

こ
れ
ま
で
上
下
水
道
管
の

多
重
化
に
つ
い
て
は
河
川
を

ま
た
ぐ
場
合
の
み
国
の
補
助

対
象
と
な
っ
て
お
り
、
老
朽

管
路
の
更
新
は
費
用
の
４
分

の
１
、
耐
震
化
は
３
分
の

１
、
下
水
道
改
築
は
半
分
を

補
助
対
象
と
し
て
い
た
。
ま

た
財
政
状
況
な
ど
か
ら
大
都

市
は
対
象
外
と
な
る
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
。

来
年
度
概
算
要
求
に
盛
り

込
む
新
た
な
補
助
制
度
は
下

水
道
管
が
直
径
２
㍍
以
上
で

災
害
時
に
緊
急
車
両
が
通
行

す
る
緊
急
輸
送
道
路
や
重
要

幹
線
道
路
の
下
に
敷
設
さ
れ

て
い
る
管
路
の
う
ち
通
常
の

水
位
が
高
く
修
繕
・
工
事
が

難
し
い
場
所
を
対
象
と
す

る
。
水
道
菅
は
同
８０
㌢
以
上

を
対
象
に
費
用
の
３
分
の
１

を
補
助
。
既
存
の
交
付
金
事

業
を
拡
充
し
な
が
ら
対
策
を

強
化
す
る
。
管
路
の
複
線
化

に
加
え
緊
急
時
に
進
路
を
変

え
る
連
絡
管
、
漏
水
時
に
汚

水
を
貯
め
る
調
整
池
の
整
備

な
ど
を
行
う
。
管
路
の
多
重

化
で
片
方
が
損
傷
し
て
も
上

下
水
道
機
能
を
維
持
で
き
る

ほ
か
、
片
方
を
止
め
て
修
繕

す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

管
路
の
多
重
化
・
更
新
と

並
行
し
て
大
深
度
の
空
洞
調

査
や
大
口
径
管
路
の
管
厚
・

強
度
・
漏
水
調
査
、
点
検
の

無
人
化
・
省
力
化
、
新
た
な

更
生
工
法
な
ど
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
技
術
の
高
度
化
・
実
用
化

を
急
ぐ
。
来
年
度
の
上
下
水

道
一
体
革
新
的
技
術
実
証
事

業
（
Ａ
Ｂ
�
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
）

で
は
メ
ン
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

向
上
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー

（
多
重
化
）
の
確
保
に
つ
な

が
る
技
術
開
発
を
テ
ー
マ
に

す
る
計
画
だ
。

今
年
１
月
に
発
生
し
た
埼

玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事

故
の
全
面
復
旧
は
最
長
７
年

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
水
道

管
の
破
損
も
多
発
し
て
お

り
、
今
年
に
入
っ
て
京
都
や

大
阪
で
設
置
６０
年
を
超
え
る

管
路
が
相
次
い
で
漏
水
し
て

い
る
。

国
土
交
通
省
は
８
月
２１
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
公
益
社
団
法
人
日
本
下
水
道
協
会
で
第
１
回
「
下
水
道
管
路

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
の
技
術
基
準
等
検
討
会
」
（
委
員
長
・
森
田
弘
昭
日
本
大
学
生
産
工
学
部
教
授
）
を
開
催

し
た
。
国
と
下
水
道
協
会
が
定
め
る
基
準
な
ど
を
包
括
的
な
見
直
し
、
重
要
な
項
目
を
国
の
技
術
的
基
準
な
ど
に

引
き
上
げ
る
。
ま
た
法
令
の
規
定
の
ほ
か
に
下
水
道
管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
技
術
的
助
言
と
し
て
法
令
に

準
じ
て
統
一
的
に
実
施
す
る
具
体
的
な
考
え
方
や
手
法
、
事
例
な
ど
を
例
示
・
解
説
す
る
。

同
検
討
会
は
学
識
者
や
地

方
公
共
団
体
、
関
係
団
体
な

ど
で
構
成
。
国
交
省
の
「
下

水
道
等
に
起
因
す
る
大
規
模

な
道
路
陥
没
事
故
を
踏
ま
え

た
対
策
検
討
委
員
会
」
の
第

２
次
提
言
を
踏
ま
え
、
維
持

管
理
・
構
造
基
準
な
ど
の
見

直
し
を
行
う
。

初
会
合
で
は
吉
澤
正
宏
水

管
理
・
国
土
保
全
局
下
水
道

事
業
課
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
１
月
に
埼
玉
県
八

潮
市
で
道
路
陥
没
事
故
が
発

生
し
、
対
策
検
討
委
員
会
が

第
２
次
提
言
を
と
り
ま
と
め

た
。
当
検
討
会
で
は
基
準
の

見
直
し
な
ど
を
議
論
し
て
い

た
だ
く
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力

に
よ
り
安
全
確
保

を
大
前
提
と
し
た

管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
へ
の
転
換
を
覚

悟
を
持
っ
て
進
め

て
い
き
た
い
」
と

意
欲
を
示
し
た
。

続
い
て
森
田
委

員
長
が
「
過
去
に

例
の
な
い
重
大
事

故
が
発
生
し
た
。

今
後
の
新
た
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
を
突

き
つ
け
ら
れ
た
と
受
け
止
め

て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
か
活
発
に
意
見
交
換
を

し
て
い
き
た
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

議
事
で
は
同
検
討
会
の
設

置
趣
旨
や
経
緯
に
つ
い
て
説

明
。
ま
た
当
面
の
検
討
事
項

や
技
術
基
準
の
現
状
な
ど
を

確
認
し
た
。

検
討
項
目
は
①
点
検
・
調

査
基
準
の
見
直
し
②
診
断
基

準
の
見
直
し
③
構
造
基
準
の

見
直
し
④
可
視
化
を
見
据
え

た
情
報
管
理
の
あ
り
方
⑤
安

全
確
保
の
手
法
―
―
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は

点
検
の
内
容
・
回
数
、
重
点

調
査
を
行
う
場
所
、
人
の
立

ち
入
り
が
困
難
な
管
路
へ
の

対
応
、
セ
ン
シ
ン
グ
な
ど
に

関
す
る
新
技
術
の
活
用
、
構

造
別
に
設
定
し
た
判
定
基

準
、
診
断
の
質
向
上
、
管
路

の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
（
複
線

化
）
、
維
持
管
理
の
簡
便

化
、
診
断
結
果
の
可
視
化
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

今
後
の
方
向
性
と
し
て
新

た
に
下
水
道
管
路
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
関
す
る
技
術
的
助
言

を
法
令
に
則
し
て
点
検
・
調

査
を
行
う
際
の
指
標
と
位
置

づ
け
る
。
国
の
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
下
水
道
協

会
が
定
め
た
維
持
管
理
基
準

を
国
の
技
術
基
準
に
格
上
げ

す
る
考
え
だ
。

現
行
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

維
持
管
理
基
準
は
業
務
の
支

援
的
位
置
づ
け
と
な
っ
て
お

り
、
実
施
主
体
で
あ
る
自
治

体
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
。
今
後
は
全
国
統
一
の
基

準
と
し
て
明
確
化
す
る
と
と

も
に
、
法
令
に
明
記
す
る
こ

と
も
含
め
て
議
論
を
加
速
す

る
。こ

れ
に
伴
い
各
委
員
に
よ

る
「
リ
ス
ク
の
多
寡
に
よ
る

点
検
・
調
査
の
メ
リ
ハ
リ
が

必
要
」
「
異
常
を
適
切
に
発

見
で
き
る
新
技
術
の
開
発
」

「
設
備
の
残
存
耐
力
を
把
握

で
き
る
手
法
の
導
入
」
「
光

フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
を
使
っ
た

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
が
有
効
」

な
ど
の
意
見
交
換
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

同
検
討
会
は
年
内
に
２
回

開
き
、
年
末
ま
で
に
中
間
整

理
を
行
う
方
針
だ
。

包括的に基準見直し包括的に基準見直し

国交省検討会が初会合で意見交換

吉澤課長

森田委員長

（旬刊５ノ日発行）2025年（令和7年）９月５日日 本 設 備 工 業 新 聞第2554号（１）


